事業計画書
申出人　　　　　　　　　　　　
１　事業の必要性等

　(1)事業の必要性

　　　事業の計画するに至った経緯などや事業行うことの必要性について詳しく記載してください。

　(2)事業の緊急性

　　　除外後、概ね1年以内に当該事業に供する必要があること。また、その理由を詳しく記載してください。

　(3)面積の妥当性

　　　事業目的を達成する上で必要十分な面積である理由を詳しく記載してください。

２　土地の利用計画

　　概要を記載してください。（詳細は、「別添『土地利用計画図』のとおり。」で結構です。
３　資金計画

４　周辺農地等への被害防除対策

　(1)周辺農地（水路等の農業用施設含む）への土砂流出及び開発区域の土地の崩壊防止策

　　【例】開発区域の外周をL型擁壁とし、土砂の流出・崩壊を防止する。（対策の内容を土地利用計画図に図示する）

　(2)排水による周辺農地（水路等の農業用施設含む）への流出対策

　　ア　汚水対策

　　　【例】汚水は合併浄化槽により処理後、農業用排水に放流する。なお、放流許可の見込みについては、水路を管理する○○に確認済み。

　　イ　雨水対策

　　　【例】開発区域内は舗装しないため、敷地内浸透となる。

　(3)　日照・通風対策

　　【例】申出地北側に隣接する畑があるが、住宅（2階建て）は、畑から○ｍ後退して建築する。

　　　　　また、農地側には高木を植栽する予定も無いため、日照・通風に支障は生じない。

５　他法令の状況

　　【例1】土地利用に関する事前指導要綱の対象で、その新捗状況は、受理され調整中である。

　　【例2】土地利用に関する事前指導要綱の対象外である。
